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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 「東久留⽶歴史散歩（⼀） 前沢御殿跡（⼋幡町⼆丁⽬１１）」

東久留⽶は、かつては武蔵の国に属していましたが、今でも当時の歴史を感

じさせる場所が残されています。

きょうは、その⼀つ前沢御殿跡を訪ねてみました。

前沢御殿は、鷹狩りが⾏われた時に殿さまが宿泊するために作られた館です

が、今は、昔に御殿があったと書きしるされた碑があるだけです。マンションや

家が建ち並んでおり、ここから畑や⽥んぼが⾒えたとは想像すらできない景⾊

です。前沢御殿は寛永⼗⼋年（1641）に建てられましたが、これと同じ御

殿は中清⼾（清瀬市）、野⽼沢（ところさわ、所沢市）にもありました。

（写真：現在の前沢御殿跡辺り⾵景）

鷹狩りは平安時代の後期に始まり、戦国時代、江⼾時代によく⾏われまし

た。領主の領地の検分や武⼠の⼼⾝の鍛練も兼ねたとされていますが、最

⼤の⽬的は殿さまのフラストレーションの解消にありました。

しかしながら、鷹狩りが⾏われることが決まると、その準備は⼤変なもので、参

加の⼈数は数百名を超える⼤掛かりなものでした。

江⼾から武蔵の⽥や畑、丘陵地で⾏われましたが、⼀旦、鷹狩りがきまる

と、鷹狩りがすべてに優先されました。⼀番の犠牲になったのは、百姓でし

た。

鷹狩りが決まると、

⽥は⽔を張ったままにしない

案⼭⼦は許可なく⽴てない

殿の御成りや逗留の時は⽝、猫をつないでおくことなどいろいろな通達がだ

され、⽶や野菜の栽培よりも規則が優先されることもありました。もちろん、道

や橋の⼿⼊れに百姓がかりだされました。

（写真：前沢御殿跡の碑）

鷹狩りは、オオタカ、ハヤブサなどの鷹が鴨（かも）、雉（きじ）などの⿃をとらえるものでしたが、当時は鶴の⾁が最

⾼の獲物とされました。今では考えられませんが、鶴が東久留⽶にも⾶来していました。また、猪やウサギも獲物にな

りました。

調理にはお城から専⾨の料理⼈がきて調理していましたが、残ったものは塩づめにして保存され贈答に使われまし

た。鴨の⾁を鉄板の上で焼き、⽣醤油と⼤根おろしで⾷べるのが淡泊な味ではあったが、最⾼の珍味とされました。

鷹は野⽣の鷹を捕えて鷹匠の⼿で育てられました。⼈⼯的に孵化された鷹もありましたが、⼈間に慣れて鷹狩りには

あまり向かないものが多かった。獲物の⼩⿃は普段から飼育され、⼩⿃は鷹狩りの時にはいっせいに放たれて、鷹狩

りはさしずめ空に展開されたショーの雰囲気のあるイベントでした。

前沢御殿のあった場所は、戦国時代は北条⽒（北条⽒康、⽒政）江⼾時代になると尾張藩の鷹場としてその役

⽬をはたしていました。今から四百年から五百年位前のことですが、暇な時に前沢御殿跡に⽴って昔をしのぶのもい

いかもしれません。

市⺠記者養成講座参加者 「浅⽻芳久（南町 在住）」
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